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北広島市 

地域防災計画 

東の里遊水地利活用計画 

 

 

 

 

 東の里遊水地は、千歳川流域の水害対策として、国が平成 17 年に策定した「千歳川

河川整備計画」に基づき整備が進められています。 

 遊水地の面積は約150ha（※1）と広大であり、洪水時には河川の水を流入させ治水対

策施設として効果を発揮しますが、平常時には一部を利活用することが可能となること

から、市では平成23年3月に遊水地利活用の基本的な考え方を示した「北広島市東の

里地区遊水地利活用計画」を策定し、市民の交流や活動の場として有効活用を図ること

としました。 

 遊水地整備事業が順調に進められている中、平成27年4月には国から遊水地内にお

ける工作物設置許可基準が示され、平成28年度には市役所内部に検討委員会を設置し、

その有効性や問題、課題の整理・検討を行い一定の考え方を取りまとめました。平成「29

年度には市民を対象としたアンケート調査や公募の市民や各種団体の代表者で構成さ

れる東の里遊水地利活用検討懇話会を開催し、これらを受け遊水地の利活用をより具体

化した今後の施設整備を行う上での指針とするために計画を策定するものです。 

（※1：1ha（ヘクタール）は、100ｍ×100ｍ＝10,000㎡の面積になります。） 

 

 

 

 

「北広島市東の里遊水地利活用計画」は、上位計画となる北広島市総合計画や都市計

画マスタープラン、地域防災計画、緑の基本計画に基づく市民が親しみやすい交流の場

とするための施設を整備する計画です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 計画策定の背景と目的 

２ 計画の位置付け 

北広島市総合計画 

北広島市 

都市計画 

マスタープラン 

北広島市 

緑の基本計画 

東の里遊水地利活用計画 
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計画の策定にあたっては、平成28年度に市役所内部に検討委員会を設置し、平成23

年に策定した遊水地利活用の基本的な考え方を示した「北広島市東の里地区遊水地利活

用計画」を基本として、有効性や問題、課題の整理・検討を行い一定の考え方を取りま

とめ、平成29年3月から4月にかけて市民を対象としたアンケート調査を行いました。

その後、市議会から意見をいただき、8月から３回にわたり公募の市民や各種団体の代

表者で構成された東の里遊水地利活用検討懇話会を開催し、懇話会における検討報告が

10月にまとめられ、それらを踏まえ、「北広島市東の里遊水地利活用計画」を策定しま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 計画策定の流れ 

東の里地区遊水地利活用計画 

H23.3策定 

市民アンケート調査 

利活用検討懇話会 

計画（案） 

パブリックコメント 

H29.3～4実施 

H29.8～10開催 

H30.2実施 

H30.1作成 

計画策定 

 

検討委員会 

H28.8～H29.3 

検討委員会 

H29.12 

市議会（報告） 

H30.1 

庁議 

H30.1 

市議会（意見聴取） 

H29.8 

庁議 

 

市議会（報告） 
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 東の里遊水地は、昭和56年8月に発生した大洪水を契機に、石狩川の高い水位の影

響を長時間受けることに対応するために国が策定した「千歳川河川整備計画」に基づき

整備される治水対策施設の１つになります。 

東の里遊水地の位置は、JR 北広島駅から東に約 1.5km の恵庭市と長沼町の行政界に

あり、稲穂町の住宅地からも約700ｍと近い距離に位置しています。遊水地の周囲には、

輪厚川を挟んで市の防災センターがあり、国道274号が隣接しています。また、遊水地

の南側には市道南9号線を挟み下水処理センターがあります。 

東の里遊水地の形状は、南北方向に約1.5km、東西方向に約1kmの延長があり、遊水

地周囲の堤防延長は、約5kmとなっています。遊水地の敷地面積は約150ha（※1）にな

り、620万㎥の洪水調節容量があります。 

遊水地内は３段の標高に分けられ整備されており、上段が遊水地の外側となる現況の

地盤の高さとほぼ同じ標高5ｍで面積約32ha、中段が標高3.6ｍで面積約9ha、下段が

標高1.8ｍ面積約50haになり、平常時には水が貯まらない構造となります。 

（※1：1ha（ヘクタール）は、100ｍ×100ｍ＝10,000㎡の面積になります。） 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 東の里遊水地の概要 

東の里遊水地位置図 

札幌市 

北広島市 

南幌町 

長沼町 

恵庭市 

道道栗山北広島線 

JR北広島駅 

国道274号

JR千歳線 

 

道道江別恵庭線 
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千歳川の水位が遊水地内よりも低いときは、遊水地の排水門を開いた状態にしますが、

千歳川の水位が遊水地内より上昇した際は排水門を閉めます。更に千歳川の水位が上昇

し、越流堤の高さまで達した際は、千歳川の水を遊水地に流入させることになります。 

また、中の沢排水機場側の排水路には、遊水地に樋門が設置されており、排水路の水

位が上昇した際は遊水地内に流入させ、排水機場の負荷の低減を図り、内水（※2）被

害を防ぎます。 

（※2：内水とは、堤防で守られた人が住んでいる側にある水。河川の水は、外水と呼びます。） 

 

東の里遊水地造成計画図 

下水処理 
センター 

防災 
センター 

千歳川 

東の里遊水地 模式図 

中の沢 
排水 
機場 

標高5.0ｍ 

 

上 段 

下 段 

面 積   ＝ １５０ ha 

洪水調節容量 ＝ ６２０万㎥ 

約32 ha 

中 段 

約9 ha 
標高3.6ｍ 

標高1.8ｍ 

約50 ha 

越流堤 

 

排水門 

島松川 

樋門 
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 遊水地は、本来、治水対策施設であるため治水機能に支障を及ぼさないことが大前提

となります。そのことを踏まえ、利活用にあたっては、交流の拡大が図られるような施

設整備を目指します。なお、遊水地は、基本的には洪水時に水を貯める施設であること

から、利活用する施設を一度に整備するのではなく、優先順位を考えて必要な施設から

整備を進め、供用後の遊水地の浸水状況を把握すると共に社会状況の変化にも対応でき

るよう必要に応じて計画の見直しを行います。 

 

 施設の整備にあたり遊水地の治水機能や立地条件を踏まえ、次の５つの基本的な整備

方針を定めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 利活用の整備方針 

遊水地の治水機能 

周辺施設や 

産学官の連携 

交流の拡大 
経費の縮減 

計画の 

見直し 

安全・安心な 

環境整備 

利活用整備方針 

東の里遊水地利活用 
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（１）交流の拡大         

 

 

 

 

（２）安全・安心な環境整備    

 

 

 

 

（３）周辺施設や産学官の連携   

 

 

 

 

（４）経費の縮減         

 

 

 

 

（５）計画の見直し        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交流の拡大に繋がる施設づくりを進め、誰もが気軽に訪れ、憩い、やすらぎ、く

つろげる利活用を図ります。 

安全に遊水地へ行くことができるアクセスの整備や安心して利活用できる安全対

策の充実を図ります。 

遊水地周辺の施設を活用し、遊水地に整備する施設と連携の取れた利活用を図りま

す。また、産学官の連携による地域の活性化に繋がる利活用を検討します。 

利活用施設の整備については、優先順位を考えて必要な施設から整備を進め、効

率的な維持管理に努め経費の縮減を図ります。 

供用後の浸水状況を把握すると共に社会状況の変化にも対応できる施設整備に努

め、必要に応じて計画の見直しや修正を行います。 
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 遊水地の形状や状態、利活用の形態により、４つのゾーンと１路線に区分して整備施

策を定めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 各ゾーンの整備施策 

利活用整備ゾーニング図 

各ゾーンの整備施策 

自然観察 

ゾーン 

多目的利用

ゾーン 

堤防利用 

ゾーン 

周辺施設利

用ゾーン 

アクセス 

道路 

推 進 す る た め の 施 策 
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（１）自然観察ゾーンの整備施策 

 

 

 

 

＜推進するための施策＞ 

●供用後の動植物の自然回帰の状況を確認します。 

＜今後に向けた検討課題＞ 

●貴重な動植物が確認された際は、自然観察の場 

としての利活用の可能性を検討します。 

 

 

（２）多目的利用ゾーンの整備施策 

 

 

 

 

  

  ＜推進するための施策＞ 

  ●最大で約14ヘクタールを利用して観光振興にも 

繋がる各種イベントの開催ができる多目的広場の 

整備を図ります。 

●多目的広場は、スポーツの振興にも繋がり、誰も 

が利用でき、サッカーや野球などにも利用できる 

広場の整備を図ります。 

  ●大規模なイベントにも対応できる広い駐車場の確 

保を図ります。 

  ●他の施設との連携が取れた耐久性のある魅力的な遊具広場の整備を図ります。 

  ●遊水地の治水機能に支障を及ぼさない範囲で雪堆積場としての利活用を図りま

す。 

●遊水地造成前からの表土が残る区域については、農地景観を復元する採草地とし

ての利活用を図ります。 

  ●遊水地の治水機能に支障を及ぼさない範囲で樹木の植栽などによる良好な自然

景観の形成を図ります。 

  ＜今後に向けた検討課題＞ 

●遊水地周囲の堤防舗装後には自転車利用者の状況を確認し、自転車に関連した施

設の整備を検討します。 

 

自然回帰の状況により、河川環境に影響を及ぼさない範囲で自然の観察や学習の場

としての利活用を検討します。 

各種イベントやサッカーなど交流の拡大に繋がる多目的に利用できる広い広場と

して、また、冬期間における冬道環境の確保などに必要な雪堆積場や農地景観の復

元に繋がる採草地としての利活用を図ります。 
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（３）堤防利用ゾーンの整備施策 

 

 

 

 

 

  ＜推進するための施策＞ 

  ●遊水地周囲の堤防については、早期の舗装整備 

を図ります。 

  ●トイレや休憩所、自然の観察や景観の眺望が可 

能な展望スペースを兼ねた管理棟の整備を図り 

ます。 

  ●遊水地周囲の堤防を活用し、利用者が安心して 

ウオーキングやサイクリングができる周回コー 

スとするため、車止めの設置やベンチなどの休憩スペースの整備を図ります。 

   

（４）周辺施設利用ゾーンの整備施策 

 

 

 

 

  ＜推進するための施策＞ 

  ●東の里の歴史の情報発信や流域における 

治水対策などを紹介することにより、防 

災の学習の場としての利活用を図ります。 

＜今後に向けた検討課題＞ 

  ●防災センター敷地の活用については、そ 

の可能性を検討します。 

  ●産学官の連携による地域の活性化に繋がる利活用を検討します。 

   

（５）アクセス道路の整備施策 

 

 

 

 

  ＜推進するための施策＞ 

  ●JR 北広島駅から遊水地までを連絡する市道南９号線については、利用者が安全

に通行できる道路環境の整備を図ります。 

 

遊水地周囲の堤防を活用してウオーキングやサイクリングなど安心して健康増進

が図れる場として、また、トイレや休憩所、展望スペースを兼ねた遊水地の利活用

の中心となる管理棟を設置するなどして利活用を図ります。 

国道274号沿道にある防災センターを活用し、東の里の歴史の情報発信や防災など

の学習の場として遊水地と連携の取れた利活用を図ります。 

遊水地利活用の増進を図るため、利用者が安全に遊水地まで行くことができるアク

セス道路の整備を図ります。 
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  ＜今後に向けた検討課題＞ 

  ●周辺施設や遊水地の供用開始後の利用状況を踏まえ、エルフィンロードなどと接

続する道路環境の整備の必要性を検討します。 

 

 

 

 

 維持管理については、遊水地を管理する国と連携を図りながら進めて行かなければな

りません。大きなイベントの開催を可能とする多目的な広場の確保には、施設を長期的

に良好な状態で維持管理する必要があります。維持管理費を抑えるためには、施設利用

者と市が協力した取り組みや維持管理体制の効率化などにより経費の縮減を図ります。 

 また、遊水地が市民の憩いの場となり多くの利用者に親しまれるよう清掃活動などの

美化に努めます。 

 

  ＜維持管理する上での検討課題＞ 

  ●遊水地を利用する団体に対しボランティアへの 

協力を依頼するなどボランティアのルールづく 

りを検討します。 

  ●誰もが安全で安心して利用できるよう、利活用 

についてのルールづくりを検討します。 

 

 

 

 

 東の里遊水地の整備工事は、平成31年度の完成を目指して進められていることから、

遊水地の利活用施設については、平成32年度から整備を行うこととしています。 

 このことから、今後は国の遊水地整備工事の進捗状況を注視するとともに、これに合

わせて利活用する施設については、優先順位を考え必要な施設から整備を進めます。 

供用後は浸水状況や社会状況の変化にも柔軟に対応でき、市民のニーズを考えた誰も

が利用可能で交流の拡大が図られるよう、横断的な体制により必要に応じて計画の見直

しや修正を行いながら整備を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 維持管理について 

８ 計画の推進に向けて 
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